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論 文 要 旨      E 
 

所属ゼミ   坂下    研究会 氏名 金田 有加 

（論文題名） 
エステティシャンの組織コミットメントの向上に関する考察 

 

 
（内容の要旨） 
エステティックビジネスの市場は供給過多状態にあり、価格競争が激化した結果、経営を圧迫して

いる。エステティック企業を取り巻く競争激化もさることながら、企業内部における問題、とりわ

け人手不足はこれまで以上に深刻なものとなっている。新人のエステティシャンは１年以内に 30％

が、3 年以内に 60％が離職してしまう。若手が定着せず、次々に入れ替わる現状は経営上も大きな

問題であり、業界全体としても不健全な状態と言える。 

 若手の離職理由は、憧れと現実とのギャップや、営業に対する抵抗感が大部分を占めると考えら

れる。またこれ以外にも、人間関係や低賃金によるものも予想される。それでも、エステティシャ

ンは独立しやすい職業であることから、以前は独立を目標にモチベーションを維持できていた。し

かしながら、小規模サロンの経営が難しくなっている近年の状況においては、若いエステティシャ

ンが早々に離職や転職をしてしまうことが不可避となっている。 

 エステティックサロンにとって、この離職率の高さは重大な問題をもたらす。すなわち、エステ

ティシャンの入れ替わりが激しいままではサービス品質が安定せず、顧客満足も向上しないため、

収益が低迷してしまうのである。そのため、エステティシャンの離職問題などに対応できるような

優れた人材マネジメントが必要であると考えられる。 

 こうした問題を受け、本研究は、従業員定着率の向上を目的とし、組織コミットメントに着目し

たインタビュー調査を行った。分析結果から、知覚された組織支援の向上と、役割曖昧性の低下が、

組織コミットメントの向上に寄与する可能性が明らかとなった。 

 また、より実務的な示唆を得るために、実在する大手エステティック企業の従業員を対象とした、

従業員の社内研修に関する質問票調査を実施した。その結果、知覚された組織からの支援が高いグ

ループと低いグループ、役割曖昧性が高いグループと低いグループでは、必要としている研修の内

容に差があることが明らかになった。 

 本研究がもたらしと意義としては、理論的には、既存研究の枠組を、エステティシャンという文

脈に拡張することで、理論の外的妥当性を高めている点が挙げられる。実務的には、自社企業にお

けるエステティシャンの定着率に対する意識改革、研修内容への応用の２点が挙げられる。最後に

研究の限界と展望についてまとめた。 
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